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筑波研究学園都市地域表層部の地質に関する1魯2の知見

宇野沢昭･磯部一洋(環境地質部)桂島茂(地質部)

Iはじめに

筆者らは最近筑波研究学園都市の建設にともなう構

造物施工の掘さく現場において掘さく断面を観察する

機会を得た.これらの掘さく断面は工事の進捗にと

もなってすでに埋没されたものややがて埋没されるこ

とが予想される.またこの学園都市建設地域は台地

の中央部にあたり露頭のない所である.このような

状況にあるので今後の研究への情報を提供する意味か

らこれまでの知見に基づいて主として表層部の地質の

記載を中心に行たいさらに古地理に関する1･2の問

題についてふれてみたいと考える･

この文では常陸台地の第四系のうち主に竜ケ崎砂礫

層以上について述べる･最近竜ケ崎砂礫層およびそ

の相当層にふれた研究には貝塚(!958)成田研究グ

ルｰプ(1962)菊地1まか(1962)常総団研グルｰプ

第1図地質柱状位置および地点番号

泣rこの地図は建設省国土地理院長の承認を得て同院発行の5万分の

1地形図を複製したものである(承認番号)曜51総複第102号｣

(1969)真野(1969)菊地ほか(1969)大森ほか(1972)

があり本砂礫層は成田層を堆積した海域の海退相と

されている(貝塚:1958成田研究グノレｰプ:1962大

森ほか:1972).今回の成果はこの点についてさら

に具体的な証拠を追加するものと思われる.

両三度の掘さく断面観察に際しては建設省筑波研究

学園都市営繕建設本部同営繕工事事務所工業技術院

筑波研究センタｰ建設事務所本所企画室ならびに施設

計画室のご配慮を戴いた.記して謝意を表する次第で

ある.

lI位置および地形

茨城県南部には関東の名山筑波山とわが国第二の淡

水湖霞ケ浦が横たわり風光明鯛狂所として有名である.

そこに現在筑波研究学園都市が建設されている.その

位置は霞ケ浦湖畔の土浦市の西方約8k皿常陸台地を

刻んで南東流する小員川と桜川にはさまれた台地の一部

にあたる(第1図).

霞ケ浦南岸の江戸崎町から北東方に広がる台地面の海

抜高度の概略は第2図のようである.この図によれば

台地面の高度分布は江戸崎町阿見町南東部美浦村

南部で28～30並大穂町付近で29～30皿以上で北方へ漸

25～等高線(m〕.30海抜高度(m)l

x堀さく現場および露蚊･･∴･台地崖線

第2図常陸台地の高度分布

注この図は国ニヒ地理院発行の2.5万分の1地形図に示される30m

27.5皿25mの各等高線で結んで作成した�
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次高度を増している.一方この両地域にはさまれた

土浦市をほぼ中心とする霞ケ浦西岸一帯から西南西方

の谷田部町と南西方の牛久町にかけては21～27mであり

台地面中の“低地帯"をなしている.この中では谷田

部町東部から牛久沼周辺が最も低地となっている.

台地には浅く谷幅の広い小河川一花室川乙戸川小

野川東谷則1西谷田川一が北酉から南東へ貫流する.

このうち乙戸川小野川東谷田川の上流部は上記

“低地帯"で北東から南西へ流れ“低地帯"の傾斜に必

従的であり支谷の発達もよい.ここで述べる地域は

この“低地帯"の一部にあたっている.

第1表

地質層序

常総台地

研究学園都市周辺地域

所期ロム層

降下火山灰層

常総粘土層

河岸段丘礫層

凝灰質シルト･粘土層

竜ケ崎砂礫層

皿地質

本地域において観察できた地層は下位から淘汰良好

な中粒砂層植物質･泥炭質泥層砂泥互層凝灰質含

礫細～粗粒砂層凝灰質シルト･粘土層および降下火山

灰層である.

常総台地の一般的な第四系の層序は第1表の通りで

下位から数層成因層竜ケ崎砂礫層常総粘土層およ

び新期ロｰム層からなる.本地域地質層序の最下部の

中粒砂層はその層相から成田層上部層に相当しこの

上位に重なる植物質･泥炭質泥層砂泥互層凝灰質含

礫細～粗粒砂層は竜ケ崎砂礫層に凝灰質シルト･粘土

層は常総粘土層にまた最上部の降下火山灰層は所期ロ

ｰム層にそれぞれ相当すると考えられる.ここでは大

部分第1表に示した層名を用いる.しかし竜ケ崎砂礫

層に相当する地層の下半部の泥質層は岩相的に砂礫層

成田層

凝灰質含礫細～粗粒砂層

(上都砂層)

植物質･泥岩質泥層砂泥互層

(下部泥層)

上部層

砂層(一部砂鉄質)
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下部層

藪層

(鱗撞雛竺鱗森)
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とは著しく異たるのでこれを竜ケ崎砂礫層下部泥層上

半部の砂層に対しては同じく上部砂層という層名を新た

に用いることにする.各観察地点の地質柱状断面は第

3図の通りで第1図の地点番号とそれぞれ対応する.
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成田鰯上部煽

本層は地点1(上野切通し)地点2(花室切通し)

地点3(吉瀬砂取り場)地点4(地質調査所東側共同

溝)地点9(農業土木試験所付近共同溝)地点10

11(農業技術研究所南側共同溝同東側の橋脚工事現場)

では厚さO.3～5mにわたって観察できる.本属は

一般に褐色ないし褐灰色を呈する無層理の中粒砂層

(一部で赤褐色砂鉄質)を

21主とする.地点2と3の

姫｣'

窃覇試料について粒度分析した

適j施

しし結果(第4図のIn)で

は淘汰良好であるがと
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』一一一.常総粘土胴

RU一“斑什崎砂礫層上部砂胴

RL一一r竜十崎砂礫帰下郡泥胴

NU'一1∫黄111層､止=普1三厩

きに本属の最上部には平行

葉理をなす黒色の砂鉄薄層

をともなうほか軽微た斜交

葉理が発達することがある

(写真1).たお地点11

では本属の上限から下方1

m付近に黒雲母を多量に含

む黄色軽石層が葉理に沿っ

て断続的にみとめられる.

また上位層と接する部分

には生痕(巣穴)と考えら

れるサンドパイプ(写真2

3)や植物根様のシルトパ

イプがほぼ垂直に入るの�
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写真1成因層上部層最上部にみられる砂鉄薄層(地点11)

残70

留60

重50

�　

胃30

分20

撃

がみとめられとくに竜ケ崎砂礫層下部泥層と接する部

分に多くみられる.これは本属堆積後の環境変化を示

すものと考えられる.

竜ケ崎砂礫層

本層は下部泥層と上部砂層に分けられる.

下部泥層本層は灰色褐灰色褐色恋とを呈

する砂泥互層泥薄層をはさむ細～中粒砂層褐灰色

青灰色黒灰色黒色などを呈する粘欄綴密な植物質･

泥炭質泥層からなり一般に層理が明瞭である.本属

は地点毎にか在りの層相変化がみとめられるがとくに

地点45付近では層厚数10cmの泥炭層カミ発達する

(写真4)･地点1011付近でも同様荏泥炭層が発達し

ており(写真5)ときに直径40c蛆に達する樹幹を含む

写真2･3
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第4図粒度分布曲線

注I:地点3II:地点2〔成田層上部層(Nu)〕皿:地点

3〔竜ケ崎砂礫層上部砂層(Ru)〕

(写真6).またこれらの泥炭層中には層厚5cm～20

cmの灰白色軽石層が断続的に挾在したり(写真7)泥炭

層の直上に層厚15cm内外の軽石層として重柱る(写真

5).この場合の軽石層はかなり粘土化している.数

ヶ所にみられた軽石層はその岩相や主要な重鉱物(磁

鉄鉱と両輝石)から同一の軽石層とみられるが層序的

位置を含めてたお今後の検討を必要とする.

本属の層厚は最大3.8mに達するが地点1011では

数10cmと薄く地点9では欠層している.住お本

属と下位の成田層上部層とは整合的に漸移する場合と

成田層最上部中に本属由来のシルト塊が不規則にとりこ

まれたり層界に10数｡蛆の凹凸が生じた不整合関係を

成田層上部層最上部にみられる生痕(巣穴)(地点9･11)�
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9)一見不整合状態を示すことがある.しかし細粒

蕪葉理の場合は漸移している.このよう租整合的不

整合的関係は同一露頭でみられるほか極く近接した地

点4～6相互でもみられることから不整合関係を示すも

のでは在く砂層堆積時の網状流による部分的な削剥に

よるものと考えられる.なお竜ケ崎水海道では竜ケ

崎砂礫層(細礫混り砂)より下部に信州ロｰムのPm-1

軽石層一7万～9万年B.P.(町田はカ):1971)一が認

められている.

常総粘土層

本層は灰白色～緑灰色(ときに汚染されて黄樫色)

の凝灰質シルト･粘土層を主とするが砂質である場合

もある(写真10).一般に無層理で中部から下部に高師

小僧を産することがある.海抜高度の低い地点7～

10では中部から下部に泥炭質泥層や植物細片を含むこ

とがある.層厚は0.6～3mである.本属と下位の

竜ケ崎砂礫層上部砂層とは整合的に漸移するが本属の

最上部にはしばしば厚さ数10c血の暗色帯が形成され

ることから上位の新期ロｰム層とは不整含関係にある.

段丘礫鰯

本層は中礫を主とする層厚1m内外の礫層である.

観察できたのは地点2のみで詳細は不明であるがその

層序的位置からみて武蔵野期の河成礫層と考えられる.

所期ロｰム癩

.本属は黄褐色～褐色を呈する層厚3.5m内外の火山

灰層で上記のすべての地層を被覆して分布する.下

限付近には層厚最大4cmの黄橦色ないし黄褐灰色の軽

石層が断続的にはさまれるが露頭状態によって識別し

にくいことが多い.この軽石層(主要恋重鉱物は磁鉄

姜萎姜

写真9竜ケ崎砂礫層下部泥層を切る同上部砂層(地点3)

写真の右上からノ･ンマｰの中程を通り左下に至る線を境

として左上カミ上部砂層右下カミ下部泥層

鉱と両輝石)は関東ロｰム研究グルｰプ(1965)によれ

ば東京軽石層(箱根火山起源)あるいは湯ノロ軽石層

(赤城火山起源)とみられる.したカミって本属は南

関東の武蔵野立川ロｰム層に対比される.枝お東

京軽石層の年代は4.9±O.5万年B.P.といわれてい

る(町田ほか:1971).

lV竜ケ崎砂礫層堆積期の古地理について

竜ケ崎砂礫層は大森ほか(1972)によれぱふつう

成田層上部層の直上に重たり厚さ3～4mの砂礫質砂

～粗粒砂を主とする.下部層とは大部分の地域で不整

合関係を示すが霞ケ浦周辺では下位層と漸移し指交

関係を示すことがある.この場合本層は薄い砂とシ

ノレトの互層におきかわっていることが多い.とくに常

陸台地にあっては本属はかなり広い分布を示し一種

の堆積面を形成する.ここでは一般に層厚は薄いが

牛久沼付近など一部地帯では4m以上になるという.

このような場合本層は海抜高度の低い地帯に分布する

ようである.

千地域においても竜ケ崎砂礫層下部泥層は上記の

“低地帯"に発達しており下部泥層を欠く場合は地点

1のように海抜高度が高い傾向がある.一方上部砂

層の発達は“低地帯"で悪く一部で欠層したり細粒

無層理でかつ薄層化するという堆積の末端相を示してい

る｡このような事実からみて下部泥層と上部砂層の

分布は台地面の高度と密接に関連するようである.

一方下部泥層の堆積環境を知るために地点35

7の各地点の泥質層について長谷川(19661967)

藤田(1973)の報告を参考として化石珪藻のおおまか

な検鏡を行たった･その結果では大部分が淡水種で

この中にはR舳〃α〃α加榊抄肋η舟〃g伽ブ加60〃5切κ刎

写真10

常総粘土層と新潮ロｰム層.露頭の中～下部は常総粘土層で

乾燥するとこのよう次クラックが発達する.本属の最上部に

は暗色帯が形成されている.この上位は所期ロｰム層(地点6)�
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助η0肋仰0η0ゐ勿などが含まれており海水～汽水種

は助Z･ηゐ･棚脇Gブ舳〃･妙え･ブα伽｡伽肋だ

とが淡水種に混って地点3の竜ケ崎砂礫層下部泥層の最

下部シルト層から検出されたにすぎ放い.

したがってこのよう校化石珪藻の出現状況と静水的

校沈積相を示す下部泥層との組合せからみて本地域で

は成田層を堆積した海が退いた後にかなり広い地域に

わたって多くの湿地や湖沼などの淡水域が形成されて

いたと考えられる.このよう恋淡水域は大森ほか

(1972)が命名した“古霞ケ浦"に含まれるのであろう.

Vおわりに

第四紀地質学一とくに台地および平野のそれ一は土

木工事とは切っても切れない関係にある.東京の下町

の地質についてみてもその知識が飛躍的に増大したの

は関東大震災のあとに行祖われた復興局による約500

本の試錐調査によってであった(貝塚:1964).その後

地下鉄をはじめ種々の大規模な工事はさらにこれを精

細枝ものとした.

今回わずかな地点の観察結果からではあるが･従来

人間の作用がおよばず地質学的な知見も少ないこの地

域について新しい知見を加えることができた.この知

見は常陸台地の第四紀地史を解明するうえで貢献する

ものと思われる.

筑波研究学園都市地域では現在工事カミ行なわれてい

る所だけでなく地域全体にわたって予備調査のため数

多くの試錐が行なわれている.これらの試錐資料と野

外における掘さく現場の観察結果とを総合的に整理検討

することによって常陸台地により鋭いメスが加えられ

ることになろう.

筆者の1人宇野沢は土木地質図～都市地質図の作成

､灘

鱗鰯灘

についての検討を1974年から相模野台地において行なっ

ている.従来の土木地質学は単一の建造物あるいは

構築物を対象としてその建造のための地質の評価にと

どまっていた.現在の開発工事一人間生活のための人

工環境の造成一は大規模なものと桂り筑波研究学園都

市のように4,000ヘクタｰルにわたるような地域を対象

としなければなら狂い.これに対して一般化された

地質図ないしその資料でなく少なくとも計画の基礎と

して用いられる地形図(縮尺1:25.0001:10,000)の

精度に見合った地質デｰタの提供が必要であるI

相模野台地において野外の観察結果に100本を越え

る試錐資料を加えた大縮尺の地質図の編集を行柱いこ

れに大縮尺の断面図を併用することによって台地構成

礫層への到達予測が通常の場合2m内外の精度まで可能

た見通しを得ている.

現在先進国では上述のような局所的でたく都市地

域全体を対象とした土木地質図あるいは都市地盤図

(Urbangeo1ogica1map)の作成と表現法についての研

究検討が急速に進められている.
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